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シリ ー ズ。図像科学史

原子の可視化。再考

ー一〈原子の國像斜学史〉のために 一一

し はじめに一ー 「目に見えないもの」から

「再考」という語の示す通り， 本稿が主題とする
「原子の可視化」については，すでに厚い研究の客積
がある． 不可祝が前提であった原子が自然科学研究
の対象として確立するには， その「不可視性／可視
性」がいかなる障壁となってきたのか， そしてこの
二項対立を克服するために， いかに多様な理論的・
技術的な工夫，新たな概念の構想や実験的操作の創
出かなされてきたか． この主題は，袢学史と哲学史
の双方にとって，「現代」への転換点を観察するた
めの重要な視座を提供してきたものだと言えるだる
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そのような主題に， 原子物理学や原子・分子の化
学の歴史を専門としてきたわけではない筆者が取り
組むための手がかりとして，1943年に湯川秀樹が

「目に見えないもの」 とのタイトルで書いた， 次の
文章を読むことから始めてみたい．

ぼい苔ん

医者はそれを徹菌のせいだという われわれの
目にはそれはもちろん見えないのであるが，医
者のいうことは本当だと恩う．そして目に見え
ない徽菌を徹底的に研究しなければ この地上
から病気を駆逐し得ないことを異議なく承認す
るのである．．．．ワ・・／物理学の場合に， どうして
阿じようにいかないのであろうか なるほど徽
菌は顕微鋭下でハッキリ正体を見ることか柑来
るが， 原子の方はそうはいかないという違いが
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ある しかし， 例えばウィルソンの霧箱を使え
ば， 一つ 一つの電子の通った跡を目に見ること
も可詣てある．両者の相追は要するに程度の相
違である．I今日の物理学にとっては， 原子の
存在は微菌の存在に少しも劣らぬ確実性を持っ
た事実である．そして今日の斯学の隆盛それ自
体が， 原子論的研究法の優越性を示す最もよい
事実なのである． 2)

湯川はここで， 彼にとっては「原子も確実な袢学
IJ勺対象だ」ということを説明している そしてその
ために， 原子を「徽菌」と比較する論‘法を採ってい
る

長らく趣味的活動としての顕微銃観察の対象物で
あった微生物や細菌が， 感染症の病理学， および疫
学的説明のプロセスの一部に位置づけるべき要素と
して認識され， これを医学的•生物学的対象とする
科学的研究を進める体制が発展したのは，19世紐末
に近づくころのことであった立 しかし「目に見え
ない叡菌を徹底的に研究しなければ ・ ＆…病気を駆逐
しえないことを異議なく承認する」という状況に至
るまでに， この「顕微鏡下でハッキリ正体を見るこ
とができる」「霰菌」の受容をめぐって生じた料学
的 。 文化的・政治的径突もまた， 決して小さいもの
ではなかったり

そこからおよそ半世紀が過ぎた時期に，楊川がわ
ざわざ原子と「微菌」をともに 「目に見えないもの」
と括りながら， それらが同じくらいの確実性に達し
たと主張していることは，細菌の司視化と病原体理
論の歴史的な関係性を考察してきた笠者にとって
は ことさらに興味深い亙湯川が「徹菌に少しも
劣らぬ確実性を持った事実」と述べている「原子の
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